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　　　　　　　　第14図　荷重応力線図
値がほぼ同じであることを示している。
?
　第14図はこれらの結果をσ一20kg／mm2の応力およ
びこの応力を生ずる荷重をそれぞれ100としてあらわ
した荷重応力線図である。
　実測値を板のたわみ剛性EIと，たわみ量と荷重の
比δ／Fについて整理すれば第6，7図中にみられる描
点となる。
　4．結　　　び
　本実験の範囲内においては，平行ばね支え揺動端の
静かに加えられた荷重によって生ずる一見大たわみ問
題と考えられるたわみは，微小変形理論により求めた
式を用いても実用上は差支えないことが明らかとなっ
た。
　平行ばね支えの設計に際し式（8），⑧の数値計算結果
より求まる第6，7図を用いると容易に必要とする寸
法を推定することができる。
　板ばねの締付けには十分注意を払わないと所期の結
果を得ることが困難である。
　終わりにご教示くださった片岡正治教授，試料等の
作製に協力された佐藤薪助，小峯庫次両氏に感謝の意
を表わす。
　数値計算は明治大学計算センターにて行なった。
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